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総 務 文 教 常 任 委 員 会 

令和６年１２月１３日（金） 
午前１０時～ 全員協議会室 

                                             

１ 開議 

 

[事務局日程説明] 

 

 

２ 議案審査  

政策企画部                                                                        

（１）第１号議案   令和６年度亀岡市一般会計補正予算（第４号） 

＜説明～質疑＞ 

 

市 長 公 室                                                                       

（１）第１号議案   令和６年度亀岡市一般会計補正予算（第４号） 

          ＜説明～質疑＞ 

（２）第６号議案   亀岡市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の 

制定について 

＜説明～質疑＞ 

 

生涯学習部                                                                        

（１）第１号議案   令和６年度亀岡市一般会計補正予算（第４号） 

          ＜説明～質疑＞ 

（２）第７号議案   亀岡市交流会館条例の一部を改正する条例の制定について 

（３）第９号議案   ガレリアかめおかに係る指定管理者の指定について 

 

総 務 部                                                                         

（１）第１号議案   令和６年度亀岡市一般会計補正予算（第４号） 

          ＜説明～質疑＞ 

（２）第１０号議案  亀岡市薭田野生涯学習センターに係る指定管理者の指定 

について 

第１１号議案  亀岡市大井生涯学習センターに係る指定管理者の指定 

について 

第１２号議案   亀岡市西別院生涯学習センターに係る指定管理者の指定 

について 

（裏あり） 
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第１３号議案   亀岡市河原林生涯学習センターに係る指定管理者の指定 

について 

第１４号議案   亀岡市南つつじケ丘コミュニティセンターに係る指定管理者 

の指定について 

＜説明～質疑＞ 

 

教 育 部                                                                         

（１）第１号議案   令和６年度亀岡市一般会計補正予算（第４号） 

＜説明～質疑＞                

（２）第２２号議案  財産の取得について 

＜説明～質疑＞                

 

～ 休 憩 ～                    

 

 

３ 討論～採決                

 

 

４ 陳情・要望について            

（１）対外的情報省を設立し、食料危機に対応することを求める意見書の提出に関す

る陳情書 

（２）令和７年度 理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い 

（３）臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡航移植等を防止する

ための法整備等を求める意見書提出の陳情 

 

 

５ 議会だよりの掲載事項について       

 

 

６ 行政報告 

総 務 部                                                                                   

（１）庁舎北側低層棟の屋上修繕について 

（２）庁舎等における通話録音装置の設置について 

（３）庁舎駐車場におけるＥＶ充電器設備の設置について 

 
 
７ その他                  

（１）今後の日程等について 







作品名：「赤熱 –昇り龍- /Incandescence －Rising Dragon－」 

  

 



令和６年１２月１３日 

総務文教常任委員会 
【 補正予算説明資料 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務部 
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取 得 計 画 地 の 概 要

所　在：亀岡市余部町天神又１番地６ 外１９筆

地　積：１４９３１．７２㎡（公簿面積）

地　目：宅地

現　況：京都農業協同組合 本店及び亀岡中央支店

・・・取得予定

位置図

京都府農林水産

技術センター

ガレリア

かめおか

JA京都本店

余部町樋又
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令和６年１２月議会 

 

総務文教常任委員会 説明資料 

 

 

〇第９号議案 

   ガレリアかめおかに係る指定管理者の指定について 

 

〇第１０号議案 

   亀岡市薭田野生涯学習センターに係る指定管理者の指定について 

 

〇第１１号議案 

   亀岡市大井生涯学習センターに係る指定管理者の指定について 

 

〇第１２号議案 

   亀岡市西別院生涯学習センターに係る指定管理者の指定について 

 

〇第１３号議案 

   亀岡市河原林生涯学習センターに係る指定管理者の指定について 

 

〇第１４号議案 

亀岡市南つつじケ丘コミュニティセンターに係る指定管理者の指定について 

 

 

 

 

 



管理運営方針 利用者の平等な利用の確保 利用者に対するサービスの向上 施設の効果的な活用 管理経費の縮減 施設の適切な維持管理 施設の適切な運営 指定管理者に求める役割

ガレリアかめおか
一般社団法人
かめおかコンベンション
ビューロー

●令和３年度から一般社団法人かめ
おかコンベンションビューローはガレリ
アかめおか指定管理者として管理運
営を行ってまいりました。次期指定管
理期間については、引き続き、当法人
定款に基づき、豊かな自然、歴史文
化、伝統的行催事及び産業・農林水
産業その他の多様な地域資源を生か
し、市内外の会議・イベントの誘致及
び開催支援を行い、地域経済の活性
化とまちづくりの推進に寄与するた
め、自主事業を展開します。

●亀岡市の中核施設として、市内外
の方が積極的に活動できる場を提供
し、多くの方に学ぶ機会を創出する施
設管理、事業を展開します。

●亀岡市の施策とガレリアかめおか
の設置目的を理解し、市民や利用者
のニーズを把握し、生涯学習施設「ガ
レリアかめおか」のよりよい施設利用
ができるよう提案し、親切丁寧な対応
を行うことで、利用者満足度を高める
施設運営に努めます。

●単に施設の貸し出しを行うだけで
はなく、ガレリアかめおかを活用して
行われる生涯学習活動・事業を継続
して支援します。これまで培った施設
管理のノウハウと事業の企画・運営の
ノウハウを利用者に提案し生涯学習
活動のサポートを行います。

●民間事業者等の利用の誘致・促進
を行い、施設全体の賑わいを創出し、
利用料収入の増加を図ります。また、
利用者にケータリングサービスの提案
を行い、サービスの充実に努めます。

●各施設の機能を十分活用した利用
方法を提示し、利用者の満足度を上
げるとともに施設の有効活用を図りま
す。

●ホームページ、facebookやLINE
等SNSを活用し、各種催し物及び施
設の利用情報を発信することにより、
市内外の方への情報提供を行い、生
涯学習施設としての充実を図ります。
また、加入しているZTVの亀岡市の
行催事情報番組を大型ディスプレイ
で放映し、地域情報の発信を行いま
す。

●利用者・市民に安心感と信頼感を
持っていただくよう、礼節と礼儀を重
んじ、対話を重視した親切・丁寧な接
遇を行います。

●新鮮な野菜や亀岡牛、また地元土
産を求める来場者で賑わう道の駅ガ
レリアかめおかのPRに努めます。

●亀岡市内から重点的に職員を雇用
し、地域に密着した管理運営を図りま
す。また、職員研修やミーテイングを
行い、職員の資質向上と、職場の目標
達成のための共通理解を深め、人材
育成に努めます。

●条例・規則の他、ガレリアかめおか
の利用に沿った規定を詳細に定め、
正しく運用することにより、公の施設と
して利用者への公平なサービスを提
供します。施設の利用方法・ルールは
「ガレリアかめおか利用案内」を作成
し、窓口での配布、ガレリアかめおか
ホームページで閲覧できるようにし、
情報発信を行います

●利用予約で重複した場合は、優先
順位をつけず平等に抽選を行うことに
より、公平な利用機会を提供します。

●施設利用者に対して、受益者負担
の考えに基づき適正な経費を負担し
ていただき、市民負担が公平になるよ
う努めます。

●利用ルールやマナー違反者には規
則に則り、不承認・利用許可の取り消
しを適正に実行します。

●地方自治法第２４４条を遵守し、正
当な理由なく施設利用を拒むことや
不当な差別的取り扱いはしません。

●ガレリアかめおかは高齢者や障が
い者、外国人等の利用も多いことか
ら、人権やそれぞれの意向を尊重し、
プライバシーに配慮した接遇対応を行
います。

●最適な利用の提案
これまでの管理業務の経験を活かし、事前面談方式で
の綿密な打ち合わせの実施により、利用者の要望を把
握しながら、利用者に最適な利用方法を提案します。
また、施設利用受付業務とケータリング事業の一元化
を図り、サービスの充実、新規利用者の開拓にも取り
組み、収益の拡大を図れるよう努めます。ケータリング
事業については、令和５年から受注・発注内容を記録、
検索できるデータベースを導入、効率的、かつ効果的
なサービス提供につなげています。

●有益な情報の提供
若者から高齢者まで情報を受け取る媒体には違いが
あります。チラシや情報紙、ホームページやＳＮＳなど、
対象別に効果的な情報媒体・広報ツールを駆使した広
報活動に努めます。また、市内の公の施設や店舗等と
の連携を図り、チラシやポスターの配架依頼を相互に
行い、地域との連携、地域一体での広報活動へと拡が
るような仕組みづくりに力を入れて取り組みます。

●おもてなしの心あふれる接遇
サービスには「おもてなしの心」が不可欠であり、相手
が望むことに気づき、その内容を理解し具体化するこ
とが大切です。常に笑顔で利用者を出迎え、気持ちの
良い対応に努めます。また、高齢者、子ども、赤ちゃん
連れの家族、障がい者など利用者の多様なニーズにで
きる限り対応できるよう日頃から準備に努めます。

●安全・安心の快適な施設の提供
当たり前のことを、当たり前に実現させるために、管理
者の思いや行動、力量が大きく影響すると考えます。
信頼確保の誠実な対応として、非常時・緊急時の体制
づくり、個人情報保護の徹底、施設全体の保守点検や
清潔さの保持、過不足のない館内サインの徹底など、
確実に履行します。

●利用者ニーズの把握と運営の改善
館内に意見箱を設置する他、日頃の窓口対応時に利
用者からの意見・要望を積極的に聴き、利用者のニー
ズや満足度の把握に努めます。そのうえで、施設の運
営方法の改善や新規事業の実施につなげ、サービス
向上に反映させます。その他、広域学習拠点、道の駅
として、電話やメール等による意見も受け付け、遠方の
人からの声も参考にしていきます。利用者からの苦情
が発生した時には、「当施設への期待、あるいは強い
関心の表れであり、サービス向上の貴重な資産であ
る」と捉え、迅速に誠意をもって対応します。

●施設利用料の支払い方法の多様化に対応するた
め、キャッシュレス決済を導入しています。多くの方に
利用いただき、好評を得ています。継続して利用者の
利便性を高めます。

●利用者サービスの充実
ガレリアかめおか利用者に、事前予約制で、保育士資
格者による託児サービスを実施し、利用促進を図りま
す。また、利用者のニーズに合わせ、ケータリングサー
ビス（主には飲食の提供、催事看板作成や演台花の手
配等）を提供します。

●施設設備の充実①
ネットを使用した会議が増えている中で、貸し施設に
Wi-Fiを整備し、快適な環境を整えるとともに、Zoom
等を活用した会議等にも対応し、新たな利用者の獲得
を図ります。

●施設設備の充実②
令和６年４月から音声ガイダンスを導入し、利用者の
お問い合わせが各施設へスムーズにつながり、利便性
を高めています。

●施設設備の充実③
道の駅へ平面駐車場の白線補修と段差解消を行い、
利用者の安全確保に努めました。

●事故・災害等の緊急時の対応は、ガレリアかめおか
消防計画、危機管理マニュアル、不審者対応マニュア
ル等、全職員への周知を徹底し、体制を整えていま
す。利用者の安全確保を最優先に、指定管理者と各施
設が意思疎通を図り、連携し、緊急時の協力体制を築
き、迅速な対応に努めます。

指定管理者申請書概要＜令和７年度更新施設＞　（総務文教常任委員会資料）

施設名
指定管理
候補者

申請内容

●利用料金の設定
令和３年度から時間あたりの料金を年間変動なく一律
料金に改正し、市民に分かりやすい料金体制となりま
した。また、稼働率の高い部屋の料金は大きな増額は
せずこれまでどおり利用者の負担増とならない料金改
正としています。
また、令和3年度から、それまで用途が婚礼のみに限
定されていた会議室出雲（チャペル）のレイアウトを変
更、価格も改定し、会議やカルチャー教室等にも利用
できるようにし、施設の利用促進につなげています。

●効果的な広報活動
不特定多数へ向けた広報活動から、常連・コアな利用
者へ向けたものまで、情報媒体を複層的に活用し行い
ます。情報提供については求められていることをわか
りやすく紹介し、利用促進、利用者の増加を図ります。
また、加入しているZTVがガレリアかめおかで行われ
たイベントのほか、亀岡市の行催事情報等取材された
番組を、大型ディスプレイで放映するなど、地域情報の
発信を行っています。
また、令和２年度から利用を開始した企画展示室２は、
管理者自身が積極的にワークショップ・展示会等を開
催してモデルケースを示し、利用促進につなげていき
ます。
コンベンション等の誘致については、施設利用とケータ
リングを組み合わせたプランの提案などを積極的に行
い、市内外にＰＲを行います。

●施設備品の効果的な活用
設営スタッフの丁寧な取扱いにより、耐用年数を越え
使用している備品が多数あり、日常的な点検、補修を
行うことで、大きなコスト負担を回避してきましたが、
施設利用に必要な備品等については、今後計画的に
更新していくこととします。また、スタインウェイピアノ
の演奏体験など、施設備品を活かした事業も行い、上
質な文化体験を提供し、利用促進につなげます。

●賑わい創出の活動
大型のイベントや、地域の飲食店、作家等と連携したイ
ベントを開催し、ガレリアかめおかを起点に賑わいを創
出してまいります。
令和５年度にはガレリアかめおか開館２５周年記念事
業として、「桂文枝傘寿記念落語会in亀岡市」、親子で
楽しめるサーカス公演などを開催しました。
また、食と健康をテーマに、地域の飲食店や作家と連
携し、地域の魅力を発信するイベント「おいしいプチ
旅」を初めて開催し、多くの方にご来場いただきまし
た。こうした実績を活かし、発展させながら、市外に向
けても積極的にＰＲを行い、自主事業を展開します。
令和３年度から実施し、好評をいただいておりますキッ
チンカー誘致も継続するとともに、飲食店と連携した新
しい事業にも取り組み、施設の飲食機能を補完しなが
ら、賑わい創出に努めます。
京都サンガF.C.のアウェーゲーム時には、ロビーギャ
ラリーの大型ディスプレイ前に席を設け、DAZN放映
によるアウェーゲームを全試合無料で放映し、熱烈な
サンガファンが集まり熱気あふれる応援で白熱した試
合を楽しまれています。今後も継続的に実施し、京都
サンガF.C.と協力したイベントも開催します。
当法人は現在、京都サンガF.C.のホームゲームに合わ
せて開催されるかめおかecoマルシェに事務局として
運営に参画しており、こうした実績、ネットワークも活用
します。
道の駅として地域とも連携し、亀岡市の観光資源や亀
岡牛をはじめとする新鮮野菜や地場産品の紹介を行
います。また、地元事業者と協力し、ビアパーティーや
バーベキューが行えるよう、協議を進めます。
また、市内外の会議・講演会・イベント・コンベンション
の開催を誘致するため、営業活動を行います。

これまでの経験を活かした経費の縮
減に努めます。効果的な研修を行い、
職員が何役もこなせることによる少数
人員配置、マルチワーク体制を実現し
ます。効率の悪い要因である「無駄」
を1つでも多く探し出し排除します。ま
た、施設利用者にも、施設の資源を大
切に使ってもらうよう意識喚起に努め
ます。こうしたことから、人件費、光熱
水費、消耗品費、施設維持管理費の
縮減に反映させます。

〔具体的な方策〕
・紙類の消耗を抑止します。（裏紙使
用の促進（個人情報の記載の裏紙使
用は不可）、文書の電子化・データの
共有化）
・適正な数量の把握をします。（必要
かつ最小限、無駄のない事務用品の
発注）
・外部委託費の縮減をします。（複数
の会社から見積もりを取り、一定の品
質を確保したうえで、委託業者を決定
します。）
・維持管理費の縮減をします。（ゴミの
分別化、リサイクル化、減量化を推進
し、廃棄物処理費の縮減を図りま
す。）
・電気使用料は、令和５年度から関西
電力㈱と再契約するとともに節電に努
めます。平日のエレベーター１台休止
や、令和６年度に研修室２部屋をLED
化したことで、使用電力量の削減を図
りました。また、料理実習室の椅子を
買い替えでなく、張替を行い経費縮
減に努めました。
・３階に設置していたコインコピー機を
廃止し、リース料金を削減しました。

総合的なマネジメント力を発揮し、施
設の機能を維持するための保守点
検・清掃・衛生管理などの業務を的確
に行い、利用者が安全で安心して利
用できる施設を提供します。

●法令を遵守し、効果的な管理を行
います。建築基準法、電気事業法、建
築物衛生法、水道法、消防法等に基
づき、維持管理は当法人が管理・監督
し、業務はそれぞれ専門会社へ委託
し、確実に実施します。

●保守点検業務は、法令通りに実施
を徹底するとともに、不具合時には迅
速に対応します。ただし、迅速な対応
が必要であるが、すぐ実施できない場
合は、亀岡市と協議のうえで、対応を
決定します。
ガレリアかめおかの機械設備は、耐用
年数をはるかに超えておりますが、
日々の日常点検による早期の修繕対
応により、現在も継続して使用が可能
な状況となっております。亀岡市所管
課と協議の上、中長期修繕計画を立
てるべきところですが、すでに、不具
合がある機械設備が相当数あり、状
況を報告しております。機械設備の更
新には多額の費用が必要なことから、
亀岡市の中長期的な財政状況による
ところが大きく、当法人で修繕計画は
たてられませんので、亀岡市所管課と
十分に協議していきたいと考えます。

●効果的な清掃により、利用者満足
度向上に繋げます。日常清掃は経験
豊かな清掃スタッフを配置するほか、
ビューロー職員も施設巡回で目視点
検やゴミ拾いを率先し、清潔で快適な
施設の維持に努めます。

●事故・災害等の緊急時の対応は、ガ
レリアかめおか消防計画、危機管理マ
ニュアル、不審者対応マニュアル等、
全職員への周知を徹底し、体制を整
えています。火災や建物侵入等の事
故が起こった場合には、警報発報を中
央監視室及び警備会社が受信し、即
警備員、警備会社職員が急行します。
閉館後、休館日には、担当事務局長ま
たは担当課長へ緊急連絡が届きま
す。複合施設であり、複数の事業所が
存在することから、防火管理委員会を
設置し、常に連携し意思の疎通を図
り、緊急時の協力体制を築きます。消
防、警察、社会福祉協議会、市民活動
推進センター等とも連携し、地域の防
災情報拠点として、大規模災害発生
時の不測の事態への対応も視野に入
れ、定期的に訓練を実施し、安全管理
に努めます。
また、ガレリアかめおかは、災害時に
おける避難施設、避難場所等に関す
る覚書における車両回転場に位置付
けられておりますので、国土交通省近
畿地方整備局京都国道事務所長等
の要請に基づき、必要な協力を行いま
す。

●事故防止等、安全な管理運営を行
うため、業務執行理事または事務局
長のいずれかが、消防法に基づく防
火・防災管理資格を有し、緊急時に的
確な対応が可能であるよう技術を習
得します。また、職員全員が普通救急
救命講習修了者の資格を取得し、施
設の管理運営にあたります。

●ガレリアかめおかの管理運営につ
いては、前回同様、公益財団法人生
涯学習かめおか財団からの出向職員
を受け入れ、適切な管理運営を行い
ます。これについては、１９９８年の開
館以来、管理運営業務に携わってき
た公益財団法人生涯学習かめおか財
団の職員は、これまでの利用者や地
域の状況を把握し、利用者からの信
頼を得ており、管理業務を継続するこ
とで利用者に安心感を与えています。
また、業務スキルや運営のノウハウを
習得済みであり、管理運営がスムー
ズに行えます。このことから、財団職
員はガレリアかめおかにとって有益な
人材と考えております。また、嘱託職
員、臨時職員についても、亀岡市民を
継続的に雇用し、親切丁寧な利用者
対応を行うとともに、地域に密着した
管理運営を図ります。

●休館日が月１回、２２時までの開館
であり、職員はシフト勤務となることか
ら、受付・案内に関する業務は全職員
が対応できるようにしています。

●職員に必要なスキルや知識、心構
えを身につける研修として、経費の縮
減も考慮し、亀岡市職員研修への参
加受け入れの協力を依頼し、接遇・管
理職研修等、積極的な人材育成を行
います。また、ＯＪＴ（日常業務を通じ
た教育訓練）とし、管理職員等がその
都度、指導・助言を行い、日々スキル
アップを図ります。その他、定期的に
スタッフミーティングを行い、業務にお
ける問題の見直しや業務の慢性化の
防止を図ります。
個人情報の保護に関する法律に基づ
き、個人情報の適正な取扱いに努め
ます。
その他、各種法令を遵守し、管理運営
に努めます。

●電気使用料は、令和５年度から関
西電力㈱と再契約するとともに節電に
努めます。令和６年度には、研修室２
部屋をLED化し、使用電力量の削減
を図りました。今後も、LED化を進め
ていきます。

●紙類の消耗を抑止します。（裏紙使
用の促進（個人情報の記載の裏紙使
用は不可）、文書の電子化・データの
共有化）

●適正な数量の把握をします。（必要
かつ最小限、無駄のない事務用品の
発注）

●ペットボトルリサイクルの促進をしま
す。

●事務所の昼休みの一部消灯、各階
移動は階段利用により、職員の意識
を高めます。また、平日エレベーター１
台を休止します。

●職員については、地元雇用を行っ
ております。

●亀岡市の観光資源・地場産品の発
信、ガレリアを拠点とした賑わい・文化
の活性化のため、当法人の事業者の
ネットワークから様々な視点での意見
を集め、施設運営に役立てていきま
す。

●かめおかecoマルシェでは、リユー
ス食器を利用し、「ごみ」減量化に努
めるだけでなく、来場者に「ごみ」につ
いて考えるきっかけになるとともに、亀
岡・日本の美しい自然を守り、持続可
能な社会を創出するため、「ごみ」削
減を推進し、環境に配慮した取り組み
を進めていきます。
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管理運営方針 利用者の平等な利用の確保 利用者に対するサービスの向上 施設の効果的な活用 管理経費の縮減 施設の適切な維持管理 施設の適切な運営 指定管理者に求める役割

亀岡市薭田野生涯学
習センター

薭田野町自治会

地域住民の相互交流並びに創意と
自主性に満ちた農業生産活動及び
地域社会活動の展開を図り、もって
農業及び農村の活性化と生涯学習
の推進に寄与するため亀岡市薭田
野生涯学習センターを管理運営す
る。

亀岡市薭田野生涯学習センターの
設置目的に基づき、利用者の平等
な利用を確保するとともに、障がい
のある人に対しては合理的配慮（意
思疎通への配慮、物理的環境への
配慮等）を心掛ける。

常に施設を清潔かつ使用しやすい
状況に保ち、利用者のサービス向
上を図る。
分かりやすい予約方法を心掛ける。
利用者からの要望に対してはでき
る限り柔軟に対応する。
災害時等においても利用者の安全
が確保され、迅速な対応ができる体
制を構築する。

設置目的に合致した自主事業を積
極的に展開し、施設の効率的な活
用に努める。
利用促進のための広報に取り組
む。
施設の開館時間を適切に設定し、
施設を効果的に活用する。

利用サービスの低下につながらな
い範囲で、管理経費の縮減を行う。

施設及び備品等について、点検・修
繕に努め、適切な維持管理を行う。
緊急事態発生時の対応について、
職員とともに避難経路等を確保す
る。

職員配置は、管理者（自治会長）、
事務職員１名（事務職員については
他の業務と兼務）。事務職員の勤務
体制は、平日9時～17時。
職員研修計画は、定期的に人権研
修、消火訓練等を実施する。
個人情報の保護については、管理
者は、個人情報の保護に関する法
律に基づき、個人情報の保護に関
する業務上の規程を整備した上で、
業務従事者に遵守させる。

亀岡市が運用する環境マネジメント
システムに協力し、省エネルギー、
省資源及び廃棄物減量などの環境
への負荷の低減に努めるとともに、
これを推進するための提案等を亀
岡市に対して積極的に行う。
地元雇用に努める。

亀岡市大井生涯学習セ
ンター

大井町自治会

地域住民の生涯学習活動の積極的
な推進とコミュニティ活動の円滑な
推進を図り、魅力と活力ある地域社
会の形成のため、亀岡市大井生涯
学習センターを管理運営する。

亀岡市大井生涯学習センターの設
置目的に基づき、利用者の平等な
利用を確保するとともに、障がいの
ある人に対しては合理的配慮（意思
疎通への配慮、物理的環境への配
慮等）を心掛ける。

常に施設を清潔かつ使用しやすい
状況に保ち、利用者のサービス向
上を図る。
分かりやすい予約方法を心掛け、
利用者からの要望に対してはでき
る限り柔軟に対応する。
災害時等においても利用者の安全
が確保され、迅速な対応ができる体
制を構築する。

設置目的に合致した自主事業を積
極的に展開し、施設の効率的な活
用に努める。
利用促進のための広報に取り組
む。
施設の開館時間及び利用料金を適
切に設定し、施設を効果的に活用
する。

利用サービスの低下につながらな
い範囲で、管理経費の縮減を行う。

施設及び備品等について、点検・修
繕に努め、適切な維持管理を行う。
緊急事態発生時の対応について、
職員とともに避難経路等を確保す
る。

職員配置は、管理者（自治会長）、
事務職員１名、作業員１名（事務職
員、作業員については他の業務と
兼務）。事務職員及び作業員の勤務
体制は、平日9時～17時。
職員研修計画は、定期的に人権研
修、消火訓練等を実施する。
個人情報の保護については、管理
者は、個人情報の保護に関する法
律に基づき、個人情報の保護に関
する業務上の規程を整備した上で、
業務従事者に遵守させる。

亀岡市が運用する環境マネジメント
システムに協力し、省エネルギー、
省資源及び廃棄物減量などの環境
への負荷の低減に努めるとともに、
これを推進するための提案等を亀
岡市に対して積極的に行う。
地元雇用に努める。

亀岡市西別院生涯学
習センター

西別院町自治会

地域住民の生涯学習活動・コミュニ
ティ活動の積極的な推進と、健康増
進及び福祉の向上を目指し、魅力と
活力とうるおいのある地域社会の
形成のため亀岡市西別院生涯学習
センターを管理運営する。

亀岡市西別院生涯学習センターの
設置目的に基づき、利用者の平等
な利用を確保するとともに、障がい
のある人に対しては合理的配慮（意
思疎通への配慮、物理的環境への
配慮等）を心掛ける。

常に施設を清潔かつ使用しやすい
状況に保ち、利用者のサービス向
上を図る。
分かりやすい予約方法を心掛ける。
利用者からの要望に対してはでき
る限り柔軟に対応する。
災害時等においても利用者の安全
が確保され、迅速な対応ができる体
制を構築する。

設置目的に合致した自主事業を積
極的に展開し、施設の効率的な活
用に努める。
利用促進のための広報に取り組
む。
施設の開館時間を適切に設定し、
施設を効果的に活用する。

利用サービスの低下につながらな
い範囲で、管理経費の縮減を行う。

施設及び備品等について、点検・修
繕に努め、適切な維持管理を行う。
緊急事態発生時の対応について、
職員とともに避難経路等を確保す
る。

職員配置は、管理者（自治会長）、
事務職員１名（事務職員については
他の業務と兼務）。事務職員の勤務
体制は、平日9時～１６時。
職員研修計画は、定期的に人権研
修、消火訓練等を実施する。
個人情報の保護については、管理
者は、個人情報の保護に関する法
律に基づき、個人情報の保護に関
する業務上の規程を整備した上で、
業務従事者に遵守させる。

亀岡市が運用する環境マネジメント
システムに協力し、省エネルギー、
省資源及び廃棄物減量などの環境
への負荷の低減に努めるとともに、
これを推進するための提案等を亀
岡市に対して積極的に行う。
地元雇用に努める。

亀岡市河原林生涯学
習センター

河原林町自治会

地域住民の生涯学習活動及びコ
ミュニティ活動の積極的な推進と、
自主性と創意工夫を生かした農業
生産活動により、魅力と活力のある
農村社会の形成のため亀岡市河原
林生涯学習センターを管理運営す
る。

亀岡市河原林生涯学習センターの
設置目的に基づき、利用者の平等
な利用を確保するとともに、障がい
のある人に対しては合理的配慮（意
思疎通への配慮、物理的環境への
配慮等）を心掛ける。

常に施設を清潔かつ使用しやすい
状況に保ち、利用者のサービス向
上を図る。
分かりやすい予約方法を心掛ける。
利用者からの要望に対してはでき
る限り柔軟に対応する。
災害時等においても利用者の安全
が確保され、迅速な対応ができる体
制を構築する。

設置目的に合致した自主事業を積
極的に展開し、施設の効率的な活
用に努める。
利用促進のための広報に取り組
む。
施設の開館時間を適切に設定し、
施設を効果的に活用する。

利用サービスの低下につながらな
い範囲で、管理経費の縮減を行う。

施設及び備品等について、点検・修
繕に努め、適切な維持管理を行う。
緊急事態発生時の対応について、
職員とともに避難経路等を確保す
る。

職員配置は、管理者（自治会長）、
事務職員１名（事務職員については
他の業務と兼務）。事務職員の勤務
体制は、平日9時～17時。
職員研修計画は、定期的に人権研
修、消火訓練等を実施する。
個人情報の保護については、管理
者は、個人情報の保護に関する法
律に基づき、個人情報の保護に関
する業務上の規程を整備した上で、
業務従事者に遵守させる。

亀岡市が運用する環境マネジメント
システムに協力し、省エネルギー、
省資源及び廃棄物減量などの環境
への負荷の低減に努めるとともに、
これを推進するための提案等を亀
岡市に対して積極的に行う。
地元雇用に努める。

亀岡市南つつじケ丘
コミュニティセンター

南つつじケ丘自治会

地域住民の生涯学習活動の積極的
な推進とコミュニティ活動の円滑な
推進を図り、魅力と活力ある地域社
会の形成のため、亀岡市南つつじ
ケ丘コミュニティセンターを管理運
営する。

亀岡市南つつじケ丘コミュニティセ
ンターの設置目的に基づき、利用者
の平等な利用を確保するとともに、
障がいのある人に対しては合理的
配慮（意思疎通への配慮、物理的環
境への配慮等）を心掛ける。

常に施設を清潔かつ使用しやすい
状況に保ち、利用者のサービス向
上を図る。
分かりやすい予約方法を心掛ける。
利用者からの要望に対してはでき
る限り柔軟に対応する。
災害時等においても利用者の安全
が確保され、迅速な対応ができる体
制を構築する。

設置目的に合致した自主事業を積
極的に展開し、施設の効率的な活
用に努める。
利用促進のための広報に取り組
む。
施設の開館時間及び利用料金を適
切に設定し、施設を効果的に活用
する。

利用サービスの低下につながらな
い範囲で、管理経費の縮減を行う。

施設及び備品等について、点検・修
繕に努め、適切な維持管理を行う。
緊急事態発生時の対応について、
職員とともに避難経路等を確保す
る。

職員配置は、管理者(自治会長)、
事務職員1名、（事務職員について
は他の業務と兼務）。事務職員の勤
務体制は、平日9時～1５時。
職員研修計画は、定期的に人権研
修、消火訓練等を実施する。
個人情報の保護については、管理
者は、個人情報の保護に関する法
律に基づき、個人情報の保護に関
する業務上の規程を整備した上で、
業務従事者に遵守させる。

亀岡市が運用する環境マネジメント
システムに協力し、省エネルギー、
省資源及び廃棄物減量などの環境
への負荷の低減に努めるとともに、
これを推進するための提案等を亀
岡市に対して積極的に行う。
地元雇用に努める。

指定管理者申請書概要＜令和７年度更新施設＞　（総務文教常任委員会資料）

施設名
指定管理
候補者

申請内容
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令和６年１２月１３日 

総務文教常任委員会 
【 行 政 報 告 】 
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 資 料１  

＜庁舎北側低層棟の屋上修繕について＞ 

 

 

市役所本庁舎北側低層棟につきましては、屋根から雨漏りが発生し通常業務

に支障をきたしていることから、次のとおり屋上修繕を行います。 

 

 

１ 実施期間 

令和７年１月９日（木）～令和７年３月末 

２ 作 業 日 

平日及び土曜日 

３ 修繕方法 

下地処理を行った後、屋根全体に防水シートを敷設、また一部塗膜防水を 

行います。 

４ そ の 他 

庁舎西側に作業員用の昇降仮設足場を設置します。  

１階フロア業務は通常通り行います。 

 

 

 

【庁舎北側低層棟屋上】 

作業足場 

施工面積：約 1,400 ㎡ 
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 資 料２  

＜庁舎等における通話録音装置の設置について＞ 

 

 

市各施設において、業務の公正かつ適切な執行を確保し、市民サービスの向上

とトラブル防止のため、電話の通話録音を開始します。 

 

１ 通話録音装置について 

（１）電話交換機の更新 

対象施設：市役所本庁舎、上下水道部庁舎、保健センター、市立病院、 

千代川浄水場 

   録音方法：施設に電話をいただいた際に、通話を録音する旨のアナウンス

が流れ、その後、電話がつながります。市から発信した場合は、

アナウンスは流れませんが通話録音は開始されます。 

 

（２）通話録音装置（デジタルボイスレコーダー）の設置 

電話交換機がない部署については、固定電話に通話録音装置（デジタル 

   ボイスレコーダー）を設置します。 

部署 施設名 台数 

生涯学習部 人権福祉センター、馬路文化センター、東部文

化センター、保津文化センター、保津ケ丘文化

センター、犬甘野児童館、交流会館、文化資料

館 

1４台 

環境先進都市

推進部 

桜塚クリーンセンター、エコトピア亀岡 
６台 

こども未来部 川東保育所、中部保育所、保津保育所、本梅こ

ども園、森の自然こども園東本梅、山の自然こ

ども園別院、東部保育所、第六保育所 

10 台 

教育部 小学校（１４校）、中学校（５校）、義務教育学校

（２校）、学校給食センター、図書館（６館）、みら

い教育リサーチセンター、市立幼稚園 
７８台 

上下水道部 年谷浄化センター ４台 

合 計 １１２台 

 

２ 運用開始日  令和７年１月１４日（火）以降、通話録音の準備が出来た施 

設から順次開始します。 

 

３ その他    通話記録については、「亀岡市通話録音装置の設置及び運用 

に関する要綱」を設置し、適正に取り扱います。
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 資 料 3  

〈庁舎駐車場における EV 充電器設備の設置について〉 

 

 

１ 概要・目的 

 本市では、「経済循環型ゼロカーボン亀岡」の達成に向け、充電インフラを整備し

EV 自動車の普及を促進するため、「Terra Charge 株式会社」と協定を締結し、

充電ステーションの設置を目指しています。 

市役所本庁舎では、ＥＶ車普及促進のため、来庁者用駐車場に急速充電ステーシ

ョンを設置します。 

 

２ 事業スキーム 

 Terra Charge 株式会社が、国の補助金の採択を受けて、充電設備（本体及び

工事費）を設置します。市は、充電ステーションの用地を無償で貸出します。（行政

財産の目的外使用許可） 

 

３ 整備内容 

 設置場所：亀岡市役所 来庁者用駐車場 

 急速充電器：ニチコン製急速充電器 １００ｋｗ（２口） 

   

 

４ その他 

  供用開始：工事完了後、令和７年２月以降を予定 

※ 利用に当たっては、Terra Charge 株式会社が開発したモバイルアプリ

「TERRA CHARGE」の登録または、充電器に掲示している QR コードの読

み込みが必要となります。 

EV 充電器設置場所 

来庁者用駐車場 
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